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１ はじめに 

 熊本市中学校体育研究会では、前年度から取り組んできた研究テーマ『自ら運動の喜びや楽し

さを求め生涯にわたり健やかな心と体をはぐくむ保健体育学習の在り方』について、前年度の反

省をもとに熊本県学校体育研究発表大会に向けて授業改善を行ってきた。 

 

２ 熊本市中学校体育研究会主題 

自ら運動の喜びや楽しさを求め 

生涯にわたり健やかな心と体をはぐくむ保健体育学習の在り方 

～主体的・対話的で深い学びを図る指導の工夫～ 

 

３ 研究の概要 

（１）研究の仮説 

① 教材の開発や場面設定の工夫，ICTの効果的な活用を行えば，対話活動が活性化し，

生徒が運動の楽しさを味わいながら進んで運動に親しむことができるだろう。 

② 生徒の主体的を狙った課題提示や取組の工夫を行えば，生徒同士で学びを深めなが

ら主体的に課題解決をし，できる・わかる喜びを味わうことができるだろう。 

  （２）研究の視点 

    視点１ 指導と評価の一体化     

               視点２ 効果的なＩＣＴ機器の活用 

          視点３ 主体的活動を重視した取組                          

               視点４  対話活動を促すための場面設定の工夫 

熊本市授業づくり５つの視点 

     視点１ 本時のねらいに迫るめあてがある     

               視点２ 授業に見通しと振り返りがある 

              視点３ 本時のねらいに迫る子どもの主体的活動がある                          

                   視点４  学習意欲を高め，学習内容を理解させる工夫がある 

              視点５ 子どもを認め，生かす場面がある 

 

４ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 研究の実際 

   研究の視点をもとに、熊本市中学校授業研究会（１０月開催）では４ブロックに分け 

  て事前研究会及び授業研究会（ＷＥＢ開催）で研究を行った。また、熊本県学校体育研 

究発表大会では、事前収録した映像をもとに研究協議を行った。 

【北ブロック】               【南ブロック】  

桜山中学校 保健２年「心肺蘇生法」      出水南中学校 球技１年「プレルボール」 

石村啓士郎教諭 佐藤真梨子養護教諭        穂多田直弘教諭 中本美佳教諭 

 

 

 

 

 

【東ブロック】               【西ブロック】 

桜木中学校 保健１年「ストレスへの対処法」  花陵中学校 保健２年「飲酒と健康」 

  上野貴弘講師 古閑友美養護教諭        原 辰徳教諭 今坂道子養護教諭 

           

                            諸事情により中止 

 

 

 

【保健】                【実技】 

花陵中学校 保健２年「飲酒と健康」    熊大附属中学校 球技１年「プレルボール」 

  原 辰徳教諭 今坂道子養護教諭                 長浦卓也教諭 

 

 

 

 

 

６ 研究の成果と課題 

今回の実践を通して，保健体育における主体的・対話的で深い学びを意識した授業を経験

できたことは，大きな学びとなった。子ども達に主体性をもたせた授業を展開するための指

導の工夫や発達段階に応じた配慮をしていくことで，子ども達が自ら課題を見つけて活動す

る姿も多く見られた。また，子ども達に視覚的に分かりやすいようにＩＣＴ機器の活用をし

たり，子ども達同士でもＩＣＴを活用しながら動きの確認や作戦会議などをしたりすること

で，効果的なＩＣＴの活用力も高まった。ただ，子ども達一人ひとりの課題に対して，常に

意識をもたせるための工夫がないと，視点がぼやけてしまうこともあった。今後は，話し合

いの視点を明確にするための視覚的配慮や臨時休校や分散登校などで懸念される体力低下な

どの課題、そして養護教諭とのさらなる連携を深めながら，研究を進めていきたい。 


